
前橋市都市計画課
暮らしを支える機能をつなぎ、次世代にも暮
らしやすいまちづくりの実現に向けた前橋市
の土地利用のあり方を紹介します。

現役世代から次世代まで住み続けるための「まちの体質改善」 次世代にも暮らしやすいまちづくりの実現に向けて

–まちの代謝力アップに向けた施策への転換-
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まちづくりについて来場者とパネリストが一緒に考え、意見交換する参加型トークセッションです。

専門は都市政策・住宅政策。博士(工学)。大
阪大学大学院修了後、民間企業を経て、東
京大学大学院修了。東洋大学理工学部建築
学科教授等を経て、2020年度より現職。
（公社）都市計画協会理事。国・自治体の都
市政策・住宅政策に関わる多数の委員を務
める。
主な著書は、『マンション高騰の真実-都市
部の非居住化が街を壊す-』、『2030-
2040年日本の土地と住宅』（いずれも中
公新書ラクレ）、『老いる家 崩れる街－住宅
過剰社会の末路』、『老いた家 衰えぬ街－
住まいを終活する』（いずれも講談社現代
新書）など。

専門は土地利用計画。博士（工学）。
新潟県生まれ 国土交通省土地の取得・利用等の在り方に関する
有識者会議構成員、新潟県都市計画審議会委員、新潟県にぎわい
のあるまちづくり審議会委員、など多数の委員を務める。
主な著書は、「自治体における水害多発時代の流域治水（第一法
規）」、「都市縮小時代の土地利用計画（学芸出版社）」など。

締切：10月14日（水）
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これからの前橋の暮らしとまちの未来を、一
緒に考えてみませんか。

前橋の子どもたちが大人になったとき、どんなまちであれば、引き続き住みたいと思えるでしょうか？

人口減少が本格的に進行するなか、現世代にも、そして次世代にとっても暮らしやすいまちづくりが求められています。

本シンポジウムでは、こうしたまちづくりの重要な土台となる「土地利用のあり方」やそのための都市政策を紹介します。

次世代にも暮らしやすい前橋の未来について、みんなで考えましょう。
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